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どうで 2012.2.3.
JPA近畿ブロック研修会

私が出会った★たち

大阪市立科学館

加藤 賢一

話のストーリー こんな感じかな・・・

＜目的＞
・45年の総括
・将来展望

＜題材＞
・アルデバラン
・木星
・日食
・金星
・惑星状星雲
・ハービッグ・ハロー天体
・プロキオン
・HR7575
・CP星
・海王星
・Beta Lyr

アルデバラン 1964：中１

 1964年頃

（小６～中１頃）

 冬の夕刻

年周運動の発見

 名前は知らず

木 星 1965-66 中2-3

 1965年－66年

 ふたご座

 表面スケッチ

 佐伯恒夫、田阪一郎の影響

佐伯恒夫 (1916-1996)

1938 年7 月2 日木星スケッチ
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日 食 1965-1969 中2-高

 渡辺敏夫「数理天文学」（1959）

 1965.12.6.購入

惑星状星雲 1970-72 高３-大３

惑星状星雲 高３-大３

磯部 琇三 （1942 - 2006）

金 星 1970：大１

小坂由須人（1923-1998）

仙台市天文台
1.3m鏡用SNS分光器

ハービッグハロー天体 1974電気科学館

黒田さん、研究報告誌
輝線強度から温度、電子密度を
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ハービッグハロー天体 1974電気科学館

最も明るいHHの一つ、HH32

スペクトル

星雲 － 単純。ガス雲がむき出し状態で光を放出
恒星 － 複雑。内部と表面で状態が大きく異なるため

プロキオンの前に 1976-

 恒星大気の学習 －

堺の片平さんとの勉強会

何も覚えていなかった！！

 大気モデル構築を

Fortranの走るコンピュータ

肥後橋日本電子計算

 PC-8001かなり高い価格

PC-8001発売当時の大卒の初任給が11万2525円
だったことを考えるとやっぱり高いと言えるのかも…

プロキオン 1980-96

加藤（1988）
プロキオン（α CMi、こいぬ座α）
38元素、49核種
Euの同位体比

151Eu ： 153Eu＝50：50 ~ 80：20
（太陽は47.9 ： 52.1）

・最終的には教育大・天王寺校舎
ならびに自宅から京大のコン
ピュータセンチャーに

プロキオン２ A ＆ F型星 1987頃

・黒田さんとの電気科学館での最後
の共同研究

・有効温度を求めたが・・・
論文にならず。
定金さんの忠告を聞いたばっかり

に・・・・

結果図示

Name HD HR Spectrum B-V Rot Teff lg g

α And 358 15 B8IVpMnHg -0.11 56 10200

13700

11300

β Cas 432 21 F2III-IV 0.34 70 6960

6500

6 Cet 693 33 F7V 0.49 0 6148

γ Peg 886 39 B2IV -0.23 3 21600

23159 3.89

21500

20600 3.9

21900 4.1

21500 3.7

21987

χ Peg 1013 45 M2+III 1.57 3870

θ And 1280 63 A2V 0.06 107 9000 4.1

8770

9300

8700 3.7

9390

σ And 1404 68 A2V 0.05 103 8800 4.3
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織姫、牽牛、北斗七星 1992

 近松門左衛門の曽根
崎心中

Ap星 HR7575          1994-2012

･磁気特異星への傾倒するきっかけに 5.6等、 A5pv、V1291 Aql

・定金さん、カナダ・ドミニオン天文台へ留学、スペクトルデータを持
ち帰る

のち岡山で

・とんでもなく吸収線がたくさん！

・磁気を入れた輻射伝達方程式をプログラミング（川上さんの文献）
1999AJ....117.2308W
Astron. J., 117, 2308-2328 (1999)
Spectroscopy of hot stars in the galactic halo. II. The identification and classification of horizontal-branch and 
other A-type stars.
WILHELM R., BEERS T.C. and GRAY R.O.

1999PASJ...51...23K
Publ. Astron. Soc. Jap., 51, 23-37 (1999)
Analysis of the photospheric lines of the magnetic CP star HR 7575.
KATO K.-I. and SADAKANE K.

1999VeARI..35....1W
Veroeff. Astron. Rechen-Inst. Heidelberg, 35, 1 (1999)
Sixth catalogue of fundamental stars (FK6). Part I. Basic fundamental stars with direct solutions.
WIELEN R., SCHWAN H., DETTBARN C., LENHARDT H., JAHREISS H. and JAHRLING R.
.

金属線星、 Si星他解析 1997-2003

・金属線星（1997）
14 Del – Dominion Astropys. Obs.
日本語でのみ

・Si星（2003）
HR6958 – ELODIE SP、オートプロヴァンス天文台
希土類２階電離イオンが卓越
PASJに載せた

・HR５０４９ Co星 － UVES 8.2m
西村さんと。ESOのMathysを入れて
Astron & Astropys に載せた

OAO  HIDES
貴重な時間を貰ったが・・・

2003-4…….

磁気特異星の希土類、層構造 2003-2012
・CrSrEu星（磁気特異星） 西村さんとの共同研究

希土類
2004年以降、大気中に元素が総構造をなして浮かんでいることを示し証拠が続出。
元素拡散を考慮した計算の途中で躓いていて先に進めず・・・・

星名 Teff log g [M/H] ξt(km/s) 磁場強度(KG)

53 Cam 8240 3.94 0.5 0.0 12.7

HR 4816 8730 3.74 1.0 0.0 4.1

78 Vir 9250 3.50 0.5 0.0 1.5

βCrB 7450 3.74 1.0 0.0 5.5

HR 7575 8110 3.79 1.0 0.0 3.7
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図17．HR 5623（Kochukhov et al. 2006）と78 VirのCrおよびFeの層状分布。比較のためHR 4816（加藤他 2009）、HD 66318 
(Ryabchikova 2008) を掲げた

対象５星のスペクトルの一部。比較のためスピ
カとプロキオンのスペクトルを添えた

卓越する希土類元素

⇒ 元素の雲、というアイデア（1970以前）に基
づくリアリスティックな計算
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ゼーマン効果で分離した１階電離鉄の線（6149.A）と
ゼーマン効果の小さい線（6147A）。両者は同じマルチ
プレットに属し、gf値もほぼ等しい。しかし、有効ラン
デ因子が異なる。一番下は比較のためプロキオンの
スペクトル

磁気特異星の解析はこれだけで十分むずかしい・・・
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海王星 2002-

パリ天文台で、デバルバさんと(2003)

パリ天文台、ケンブリッジ大学図書館へ

ルベリエ自筆原稿、撮影はここまで

ケンブリッジ大学図書館は筆記用具以外全く持ち込み不可。入館証用に紹介状必要、顔写真
撮影の後、発行

β Lyr & 水素欠乏星 2010-

12.94日周期、0.86等（約50％）の減光

水素欠乏、He卓越、金属は磁気特異星（Si星）的

恒星内部構造 CESAM     2011-

終


